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⑰世界遺産講座 金曜 14:30～16:00 

 2/7 「飛鳥・藤原」の世界遺産登録の取り組み 
明日香村教育委員会 文化財課長  

小池香津江 

2/14 世界遺産 旧石器時代研究の聖地-仏国・レゼジー- 
大阪府立弥生文化博物館 学芸顧問 

秋山浩三 

2/28 考古遺跡から見た世界遺産-日本の世界遺産を中心として- 
藤井寺市教育委員会 文化財保護課  

福田英人 

⑲スマート時代における情報の利活用 【阪南大学提携講座】 土曜 14:30～16:00 

2/15 AI時代に外国語を学ぶ意義 阪南大学総合情報学部 教授 真田桂子 

2/22 スポーツデータサイエンスから読み解くランニングの科学 阪南大学総合情報学部 准教授 岩崎領 

㉑メディアがうつす私たちの社会 【四天王寺大学特別公開講座】 日曜 14:30～16:00 

2/2 メディアとしての舞台芸能～宝塚歌劇をめぐって 
四天王寺大学社会学部社会学科 講師  

吹上裕樹 

2/9 メディアの中のジェンダー表現～CMから朝ドラまで 
四天王寺大学社会学部社会学科 講師  

牧野雅子 

2/16 歴史学者と読む歴史マンガ 
四天王寺大学社会学部社会学科 講師  

田中誠 

■ 場 所  羽曳野市立生活文化情報センター(LICはびきの) 3階 視聴覚室 

■ 申 込  来館、電話、ＦＡＸ 

■ 申込期間  当該講義日の1週間前から前日まで  ※先着順。定員に達し次第、締め切りとなります。 

■ 聴講料  1講義につき800円（当日1階市民大学カウンターにて支払い）   
 
 

 

 
 

受付  9時 00分～17時 30分（2階学習情報室 9時 30分～16時 30分） ※閉室は祝日・振替休日・年末年始 

 

単位認定講座「関西の大物文化人の軌跡をたどって」の第 4回は大阪樟蔭

女子大学にて現地講義を行いました。前日までの大寒波にどうなることかと

心配しましたが、寒さもやわらぎ、澄み切った空の下での講義となりまし

た。 

まずは大阪樟蔭女子大学の歴史を伺いました。創立者は当時の平均的な学

校創設にかかる費用の約 5倍の私財を投じられたそうです。保存されている

記念館や樟古館を見学し、歴史や建築を学びました。 

それから田辺聖子文学館に入館し、田辺聖子さんについての講義です。生

い立ちや実家が写真館で写真が高価な時代に女中さんと写っていることや、

戦中のことなど、よどみなく話される先生の言葉に熱心に耳を傾けました。

とにかくボリュームのある内容で、瞬く間に時間が過ぎていきました。 

 受講生からは「耐震改修工事をされて、立派な記念館が残っていることに

驚いた」「田辺聖子さんの小説は好きで読んでいましたが、こんなに色々な

話が聴けて嬉しいです」との感想をいただきました。 

宝塚歌劇団の団員が転落死したことをきっかけに内部告発が相次ぎ、長時間労働

とパワハラが原因と遺族は訴えた。歌劇団を運営する阪急電鉄は謝罪し、阪急阪神

ホールディングスの会長は「健康上の理由」で退任。宝塚音楽学校の理事長も辞任

に追い込まれたが、世間は認めていないようだ。 

謝罪会見の不手際で社会の怒りを買う企業があとを絶たない。人が関わる組織に

ミスはつきもので、ゼロには出来ないとしても、誠実な対応で信頼を取り戻すこと

は可能だ。しかし組織は失点を隠したがるもので、経営者も批判の矢面には立ちた

がらない。  

大手生命保険会社で広報部門を長年率いてきた人が、企業の本質は有事にこそ表

れると説いている。不祥事に取るべき態度は「逃げるな、隠すな、うそをつくな」

に尽きるとし、社会と真っ先に向き合う広報には、会社を代表しているという気概

が必要だという。場合によっては、経営トップに直談判し、後ろ向きの社内を説得

して、逃げたがる経営陣と闘う覚悟も求められる。 

1月 14日、宝塚歌劇の株式会社化が発表され、取締役の過半数を社外出身者とす

ることが決まった。 
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はびきの市民大学情報誌

はびきの市民大学 
〒583-0854 大阪府羽曳野市軽里 1 丁目 1番 1 号 LIC はびきの内

【TEL】072-950-5503／【FAX】072-950-5650 

学 長 コ ラ ム  

河内厚郎 

(はびきの市民大学学長) 

2月の聴講のご案内 

※障害への配慮が必要な場合は事前にご相談ください。※駐車場（有料）には限りがありますので、公共交通機関をご利用ください。 
※情勢により、感染予防対策をお願いする場合がございます。ご理解、ご了承のほどお願いいたします。 
※表記されている内容については予告なく変更になる場合がございます。 
 
ご個人情報の取り扱いについて 
１．ご提出いただきました個人情報につきましては、個人情報の保護に関する法律に基づいて適切に管理いたします。また、株式会社みのりの里「個人情
報保護方針」のもと適切な取り扱いを致します。 

２．ご提出いただきました個人情報は、はびきの市民大学事務局が主催する講座の運営、受講生募集を行う目的の範囲内で利用させていただきます。 
３．ご提出いただきました個人情報は、次の場合を除き、ご本人の同意なしに第三者に提供することはありません。 

(1)講座実施にあたり、講座を担当する講師または講座委託会社に受講者のお名前、年代、性別、受講履歴を提供すること。 
(2)公的機関からの法令に基づく照会を受けた場合。 

はびきの市民大学 

 

【第 65 回】 

   
現地講義を開催しました 

 単位認定講座 関西の大物文化人の軌跡をたどって 「田辺聖子文学館 （見学）」 

公開講座 和モダンしめ縄を愉しく作りましょう を開講しました 

12 月 22 日（土）に開講しました「和モダンしめ縄

を愉しく作りましょう」の受講生の作品です。 

しめ縄の意味や歴史を学んだあと、土台のしめ縄や

花・飾りを選びました。悩みながらも楽しい時間が過

ぎました。 

「創作は難しいと改

めて思いました」 

 

「創作は難しいと改

めて思いました」 

 

「アレンジがいろいろ

と出来て楽しかった」 

 


